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長
と
分
配
の
好
循
環
」
を
促

す
た
め
岸
田
首
相
は
「
新
し

い
資
本
主
義
実
現
会
議
」
を

立
ち
上
げ
た
が
、
分
配
の
原
資
捻
出
に

は
成
長
が
不
可
欠
で
、
低
成
長
の
解
決

に
は
資
源
配
分
の
見
直
し
も
必
要
だ
。

　
政
策
で
は
必
ず
予
算
が
必
要
だ
が
、

現
下
の
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
こ
の

実
行
に
は
財
政
中
立
で
予
算
に
関
す
る

資
源
配
分
の
見
直
し
も
求
め
ら
れ
る
。

　
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
新
時
代
戦

略
研
究
所
（
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
）
が
今
年
５
月

に
提
言
し
た
薬
価
制
度
改
革
案
を
紹
介

し
よ
う
。
改
革
の
柱
は
主
に
二
つ
あ
る
。

　
第
一
は
マ
ク
ロ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
薬

剤
費
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
導
入

〈
１
〉）
で
、
中
長
期
的
な
経
済
成
長
率

に
沿
う
よ
う
、
公
的
医
療
保
険
で
収
載

す
る
薬
剤
費
総
額
を
伸
ば
す
改
革
だ
。

医
療
費
（
約
45
兆
円
）
の
う
ち
薬
剤
費

は
約
10
兆
円
な
の
で
、
潜
在
的
な
成
長

率
が
仮
に
１
％
な
ら
、
10
年
間
で
薬
剤

費
を
約
１
兆
円
も
増
や
せ
る
。

　
た
だ
、
薬
剤
費
が
経
済
成
長
率
以
上

に
伸
び
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。
政
府
が
２

０
１
８
年
に
公
表
し
た
社
会
保
障
給
付

の
将
来
予
測
で
は
、
18
年
度
に
約
７
％

の
医
療
費
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
40
年
度
に

９
％
弱
に
な
る
。
医
療
費
に
占
め
る
薬

剤
費
の
割
合
は
約
21
％
な
の
で
、
薬
剤

費
（
同
）
は
約
20
年
間
で
０
・
42
％
㌽

（
年
間
平
均
で
０
・
０
２
１
％
㌽
）
増

加
す
る
予
測
だ
。
薬
剤
費
に
は
①
革
新

的
な
新
薬
群
、
②
基
礎
的
医
薬
品
、
③

成
熟
品
群
が
あ
る
が
、（
１
）
は
こ
の
増

加
分
を
③
の
薬
価
を
若
干
刈
り
込
み
、

薬
剤
費
の
伸
び
を
潜
在
的
な
成
長
率
の

範
囲
に
収
め
る
役
割
も
担
う
。

　
第
二
は
ミ
ク
ロ
的
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。

現
行
の
薬
価
制
度
に
は
、
予
想
を
大
き

く
上
回
っ
て
年
間
売
上
高
が
増
加
す
る

と
薬
価
を
引
き
下
げ
る
「
市
場
拡
大
再

算
定
（
２
）」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は

巨
額
の
開
発
投
資
を
行
い
、
革
新
的
な

新
薬
を
開
発
し
て
も
投
資
コ
ス
ト
の
回

収
に
大
き
な
不
確
実
性
が
伴
う
と
い
う

批
判
が
製
薬
会
社
か
ら
あ
る
。
現
状
で

は
（
１
）
が
存
在
せ
ず
、
予
算
統
制
的

に
（
２
）
が
必
要
だ
が
、（
１
）
が
あ
れ

ば
（
２
）
は
不
要
だ
。
な
の
で
、（
１
）

の
導
入
と
セ
ッ
ト
で
（
２
）
を
廃
止
す

る
の
が
第
二
の
改
革
の
柱
の
一
つ
だ
。

　
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
提
言
は
、
薬
剤
費
を
コ
ス

ト
で
な
く
投
資
と
見
な
し
、
財
政
的
な

制
約
も
考
慮
し
つ
つ
、
よ
り
高
い
成
長

が
見
込
め
る
領
域
に
資
源
配
分
を
促
す

の
が
改
革
の
目
的
で
、「
成
長
と
分
配
の

好
循
環
」
の
深
い
議
論
を
期
待
す
る
。
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2018年度から40年度における薬剤費
（対GDP）の年間平均の増加分
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